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町の人口一一「

男 8，7 5 2人

女 4，3 4 0人

百十 4， 4 1 2人

世帯数 2， 3 7 7戸

昭 和町広報

JII 
報

昭和 56年 7月 1日発行役場総務課編集
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昭 和町 広報 (2) 

「再生資源の~-Ãl 闘でき…3、乙の町一挙
| に長所に変えるポイントは、再資源

アルミカン一一一」 化です。

ジュースやビールなどのかん飲料 古新聞や古雑誌などのいわゆる“

は、ここ数年たいへんな勢いで増え 古紙再生"はもうおなじみですが、

ており、昭和 54年を見ますと一年空きかんの場合も同じことです。

聞で約 92億かんも造られています。 空きかんには、スチールかんとア

このようにかん飲料が普及した背 ルミかんがあbます。以前はすべて
景には①軽くて輸送や持ち運びに便 スチールかんでしたが、昭和 46年

利②衝撃に強いのでこわれにくい③ にアルミかんができて以来かんのア

冷えやすく、温めやすいなど、容器 ルミ化が進み、いまではビールかん

として優れているーーといった特色 の 95勉、炭酸飲料の 32労を占め

があるからだといわれています。

一方“欠点"もあります。

るまでになりました。

マエネルギーの“大食漢"

。持ち運びに便利なため、“ポイ スチールかんは鉄のほかスズなど

捨て"つまり散在しやすい。また逆 が入っているため、スクラップとし

に、ゴミとしてはかさばるため持っ て扱われる程度ですが“再生資源"

てかえるのに敬遠される。 として価値の高いのがアルミかんで

。紙などとちがって、焼却できな す。

アルミかんは、ボーキサイトだけ

マ長所を生かす でできているため“古かん"から新

と乙ろで、長所と短所は“裏表" しし、かんに再生できます。その上、

とよく言われます。持ち運びに便利 回収かんを再生してアルミかんの地

だが、投げ捨てられやすいーーとい 金を造るときのエネルギーは、原料

うのは長所であり同時に短所でもあ のボーキサイトから新たに製造する

るわけですが、よい面は大いに活用 場合に比べて約 27分の 1ですむと

するとしても短所に“ァグラ"をか いう、大きな省エネ効果があります。

いてしまうのは考えものです。“欠 “電気のかたまり"といわれるほ

点"をなんとかカバーしてこそ、長 どのエネルギーの大食漢一一アルミ

所も生きてくる一一そんな風に思い かんの再資源化は年々進み、 54年

たいですね。 度で約 4分の 1(製造量約 20億個

また、空きかんは紙などと違つて のうち約 5億個)となっています。

集
め
た
空
き
か
ん
を
分
別
す
る
西
条
二
区
の
み
な
さ
ん

環境美化の点からはいうまでもな

いことですが、省資源・省エネルギ

ーの面からも空きかんの“ポイ捨て"

をやめ、設置されたクズかごに捨て

るようにしましょう。

青白
年覚先

やをず

若促第

いすー

親こ歩

達とか
のが/

究し革繁言語

町社会福祉協議会専門員

功刀益雄

中には、悪臭を放つ商ったか

んもあったが、早朝の奉仕作業

は快かった。

世に評論家の数は多いが、空

きかん公害についての明快な解

決策はあまり聞かなL"¥o (空き

かんはすでな~...。持って帰る)

青年や若い親達の自覚を促すこ

とが、先ず第一歩か。

それにしても、、今の子供たち

は、ジュースゃなんか飲みすぎ

て、体力づくりの基礎になる食

品をとっていないのでは、と心

配にもなるD 尊い素朴な、おふ

くろの味を、とりもどしたL、。



報

は相像できます。“空きかん公害"

といわれるゆえんです。投げ捨てら

れた空かんは、街や自然の美観を損

なうばかりでなく、回収、再資源化

つまり省資源・省エネルギーの点で

もマイナスです。それともう一つー

“空きかん公害"は、わたしたちの

公徳心に正面から疑問を投げかけて

いる、といえないでし主うか。
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空きかん・空きびんの回収作業を行

L 、ました。

午前 6時に指定場所に集合、町職

員をはじめ各団体のみなさんの協力

を得て、一時間余りにわたり沿道添

いの空きかん・空きびんを回収しま

した。回収状況は別表のとおりです

が、 ドライパーや観光客が通りすが

りに投げ捨てる空きかんがし 1かに多

いか、乙の数値を参照していただけ

ばおわかりいただけたことと思いま

す。

ところで、気軽にポイと捨てる人

たちは、どんな“理由"からという

環境庁が行ったアンケート調査によ

ると、「近くにゴミ箱がなかったか

ら」が最も多く、約 4割を占めてい

ます。

以下、主な“理由"は次のとおり

です。

「自動車に乗っていて始末に困っ

たから J 15 % 

「ゴミ箱のあるところや家にまで

持って行くのが面倒だったから」

12 ~ぢ

「みんなが捨てていたから」

8~ぢ

近くにクズかCもないし、一つぐ

らいはいいだろうーーと、投げすて

られる空きかん。その後始末には大

変な苦労がいります。

年間百億個といわれる空きかんの

すべてが回収されるわけではありま

せんから、この日本列島に散乱する

空きかんの数は年々培えており、ぼ

う大な量にのぼっているだろうこと

1((11機構議酬
「一一散乱場所一一「

」ーワーストファイプ一一」

環境庁がこのほどまとめた全国の

市町村を対象としたアンケート調査

によりますと、散乱場所の“ワース

ト・ファイブ"は次のようになって

います。

「一般道路とその周辺J 34 ~ぢ
「市街地の広場と公園J 10 % 
「海岸や湖沼の岸辺J 8% 

「大きな川や川原J 8 ~ぢ

「海水浴場J 8労

最も多い「一般道路とその周辺」

に高速道路、ハイキング・登山道を

加えますと、全体の 45. 5 ~ぢ、おお

よそ空きかん散乱場所の約半分は「

道路」ということになります。

「一一一改めたい一一一「

Lー自分勝手な行動ー」

本戸では、去る 6月 9日、環境週

間に合わせ、町内主要路線を対象に

広町和昭(3) 

ゴ
ミ
に
し
な
い
で
明
日
の
資
源
に

空
き
か

ん
公
害
を
考

一ーなどとなっています。

このほか「人自につかないと思っ

たから(4 %)などという理由もあ

ります。

これらの調査結果を見ますと、“ポ

イ捨て"の本当の理由は、「ちょっ

とした気の緩み」といえるのではな

いでしょうか。よく考えれば、その

是非はだれにでもわかる乙とです。

お互いに気をつけましょう。

か ん
Z十

分 類 左の内訳 ぴん
個数ω

アルミ缶 スチール缶 個数侶) ω+但)
炭酸飲料 4.347 2.956 1.391 812 5.159 

果実飲料 2.851 1.39 1 1.460 2.851 

コーヒー 8.576 1.302 7.274 8.576 

ビール 862 718 144 48 910 

酒 44 44 95 139 

その他 704 211 493 310 1.014 

E十 17.384 6.622 10.762 1.265 18.649 

空きかん収集実施状況

え

る
ノ
.

甲府バイパス、県道甲府市川大門線、町道一号線、

県道布施竜王線、昭和バイパス

実施区域
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対談コ ス

コ ー夫名 | コ ー ス 日 副

108:50- 09:帥一一一09:20-09:50ーー0 11日-0 15:00-016:10-016:30-0 16:..0
7月四日 17月 1日- 7月四日|且子で学ほう| 空通官制 広幅ダム ワイ| ].Dl. T "(:"'Y-It" ? I瞳品町役場屯正町役場昭和位協 U ト (V企} センタ二明和脱出竜王町役場融品町役場

10 8:50一一09:20一一一一011:30一一013:00- ベコ14:10一一一一一一一0 16:00-011:00
8月川 1

7月川
- 8月 10日|暮らしよい町づ〈り |眼目出中虫叩占"湖 YA五?村八ヶ岳牧場 八ヶ岳牧場(分場)fi化YJ甲府駅

108刊一一09:40-一一0 10・50-一一一0 13:30ー0 15:10-一一一0 17:00
8月四 日17月 20日-8月 刊臼 l産 車 艇 興 l ワインセンタ ー| I，a ~ ~< ~ I 県庁正面御坂パラ刷 {怪童) 広樹ダム N EC山梨工場 甲府臥

108'回一一0'叫一一Q ll:2(J一一一一一0 12;20一一- Q 15:00--0 16:30 
| 構維工車試験場
合 |県庁正面 酬パラ園 ビジタ ーセンター (間) ワイ ンセノト 甲府駅

IOS:SO-Q9:io-一一一0 11:30-0 13:00-0 14.:10- 一一一一一0 16:00-0 17:00
8月山 1

7月日日
-8月四日|暮らしよ岬づくり|県庁正面中央師同九五?村八ケ蜘場八ヶ岳牧場{叫】 宮化YA 甲府駅

108:50-0 9:2:0--011:叫一一0 13:，(0ー一一一0 16:10一一一一0 17叫
9月30臼18月 20日-，月 10日|暮らしよも咽Iづくり| いζいの村八ヶ岳t少年 鮮北セ J ター| I <>7 V~'"'"'' I県庁正面 制まうの家 {吋盆} 自然の車 見本同 甲府駅

108:50一一一09:20一一一一0 11:紛一一0 13:40一一一0 16:10-一一0 11:10
10月 7日18月日ト問団いらし山間り |県庁副 川う時 Yぷ刊誌駿年 PYA-m府駅
議各コ ース耳鼻』人民 50缶 (応路長散の場合は、抽越により決定)

報広町

8月27日17月 22日- 8月 1281柑

和

実 曲 目|持瓜期 間
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昭

明
相
四
十
五
年
の
農
地
法
改
正
に

よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
標
準
小
作
料
制

度
が
設
け
ら
れ
、
乙
の
年
の
十
月
一

日
以
降
結
ぼ
れ
る
農
地
の
賃
貸
借
契

寸
あ
な
た
の
県
政
パ
ス
L

、
か
発
車
し
ま
す

今
年
も
県
政
パ
ス
が
発
車
し
ま
す
。

「
県
政
パ
ス
」
は
、
広
く
県
民
の

み
な
さ
ん
に
県
の
胞
設
め
ぐ
り
を
通

し
て
、
現
在
県
の
進
め
て
い
る
胞
策

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
感
想
や
意
見

を
う
か
が
っ
て
将
来
の
県
づ
く
り
に

役
立
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

今
年
は
、
親
子
や
十
五
歳
以
上
を

対
象
と
し
た
コ

l
ス
に
別
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
施
設

見
学
が
で
き
ま
す
。

参
加
料
は
無
料
で
す
の
で
ふ
る
っ

て
参
加
下
さ
い
。

マ
応
募
方
法
ム

官
製
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
性
別
、
電
話
番
号
、
希
望
月

日
を
記
入
し
、
山
梨
県
庁
l
峡
中
地

約
か
ら
は
、
農
業
委
員
会
の
定
め
る

標
準
小
作
料
を
目
安
と
し
て
、
貸
し

手
、
借
り
手
双
方
で
賃
貸
料
を
決
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
乙
の
改
正
農
地
法
が

胞
行
さ
れ
る
前
に
締
結
さ
れ
た
賃
貸

第
六
約
に
つ
い
て
は
、
経
過
措
置
と

し
て
向
乙
う
十
年
間
統
制
小
作
料
が

適
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
九

且
二
十
日
を
も
っ
て
、
期
限
切
れ
と

な
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
昭
和

五
十
六
年
か
ら
は
、
新
し
い
小
作
料

方
振
興
事
務
所
(
甲
府
市
丸
の
内

一

!
六
l
一
、
電
話
三
七
l
一
九
一
一
一

番
)
に
申
し
込
み
下
さ
い
。

昭
和
五
十
六
年
度
の
山
梨
県
高
等

掌
校
生
活
指
導
員
が
左
記
の
と
お
り

決
ま
り
ま
し
た
。

敬
称
略

中
沢
広
雄
、
塩
沢
登
(
西
条
一
区
)

深
沢
健
一
、
西
村
克
己
(
西
条
二
区
)

深
沢
完
興
、
五
味
和
幸
(
清
水
新
居
)

塩
田
光
昭
、
堀
内
照
夫
(
西
条
新
田
)

浅
川
武
、
河
澄
丑
三
(
押
越
)

石
原
和
義
、
井
上
一
利
(
河
東
中
島
)

秋
山
久
幸
、
花
形
武
男
(
紙
漉
阿
原
)

制
度
に
移
行
す
る

こ
と
に
な
h
手品した。

そ
こ
で
農
業
委

員
会
で
は
、
一
般

的
な
目
安
す
と
な

る
よ
う
昭
和
五
十

六
年
度
分
よ
り
、

小
作
料
の
標
準
額

を
下
記
の
と
お
り

定
め
ま
し
た
の
で

参
考
に
し
て
下
さ

小作料標準額

確かめましょう、

電気の戸締まり。

中
川
西
利
夫
、
磯
部
貞
治
(
築
地
新
居

山
本
美
直
、
長
田
力
(
飯
喰
)

功
万
栄
幸
、
野
村
正
志
(
河
西
)

金
丸
英
一
、
保
坂
守
(
上
河
東
)

下
村
芳
嗣
、
有
泉
一
雄
(
上
河
東
二
区
)

交
通
事
故
の

ご
相
談
を
承
り
ま
す

交
通
事
故
の
加
害
者
・
被
害
者
と

な
り
、
保
障
問
題
が
こ
じ
れ
悩
ん
で

い
る
方
、
交
通
事
故
に
関
す
る
こ
と

で
あ
れ
ば
ど
ん
な
こ
と
で
も
相
談
に

応
じ
ま
す
。
と
遠
慮
な
く
ど
う
ぞ
l

相
談
は
い
っ
さ
い
無
料
で
す
。

社
団
法
人
!
日
本
損
害
保
険
協
会

甲
府
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ

ー
(
甲
府
市
丸
の
内
一
千
l

二
O
l
五
)

電
話
二
八
l
八
三
三
五
番

新築には一一一

電話用の配線を
お忘れなく

ど竺b
| 工工l/l1

目EEl-
ζ二

V

甲府電報電話局

夏になるとお出かけ

の機会も多くなりま

す。アイロンやドラ

イヤーなどは必ずコ

ンセントからはずし

ておきましょう。

家の戸締まりだけで

なく、電気の戸締ま

りもお忘れなく。

ED東京電力(株)
甲府営業所



報広町昭昭(5) 

22ZJ ① 鹿事賃金決ま

昭和 56年度の昭和町農事賃金が次のように決

定しました。

る

保
険
料
の
納
め
ら
れ
な
い
人
は

免
除
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う

で
は
こ
う
し
た
人
に
つ
い
て
保
険
料

が
納
め
ら
れ
な
い
期
間
は
免
除
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

免
除
に
は
、
法
に
定
め
た
南
存
に

あ
て
は
ま
れ
ば
免
除
さ
れ
る
「
法
定

位
際
」
と
、
申
請
し
て
都
道
府
県
知

事
の
承
認
を
得
て
免
除
が
認
め
ら
れ

る
「
申
請
免
除
」
の
二
通
り
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
ら
免
除
さ
れ
た
期
間
の
年
金

額
は
、
普
通
に
保
険
料
を
納
め
た
と

種 i.JU 摘 要 標準額約) 備 考 寸

早 乙 女 1自に付き 5.000 

田植手伝い " 5.000 

請 大型 トラクター 10.0 00 ほ場整備地区
10 a 

代 及び耕運機 11.000 その他の地区

" 6.500 ほ場整備地区
耕 運

培土の場合・ 5割増 7.000 その他の地区

雇 人 1 日 5.000 

稲 パインダー
8.000 ほ場整備地区

10 a当りひも付
9.000 その他の地区

15.000 は場整備地区
刈 コンノfイン " 乾燥まで 16.000 その他の地区

7.500 ほ場整備地区
機械田植 10 a当り

8.500 その他の地区

脱 穀 1 日 17.000 

田植育苗 1枚(箱)当り 400 」

き
の
三
分
の
一
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
役

場
年
金
一係
に
問
い
合
せ
下
さ
い
。

の

国
民
年
金
の
被
保
険
者
は
、
他
の

公
的
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い

人
を
す
べ
て
対
象
に
し
て
い
ま
す
か

ら
、
な
か
に
は
職
の
無
い
人
、
無
収

入
の
人
な
ど
、
保
険
料
を
納
め
き
れ

な
い
人
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
他
の
年
金
制
度
で
は
み

ら
れ
な
い
こ
と
で
す
が
、
国
民
年
金

届
出
手
続
が
変
り
ま
す

昭
和
五
十
六
年
七
日
'か
ら
「
雇
用

保
険
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
L

を
実
施

す
る
た
め
、
雇
用
保
険
の
適
用
給
付

関
係
の
手
続
が
変
り
ま
す
。

O
届
書
の
様
式
が
変
り
ま
す
。

事
業
所
設
置
届
、
被
保
険
者
資
格

取
得
届
や
喪
失
届
、
離
職
証
明
書

①
乾
電
池
②
パ
ン

③
ロ
ウ
ソ
ク
④
ジ
ュ
ー

ス
、
飲
料
水
⑤
か
ん
詰

め
l
、
乙
れ
は
、
昭
和

五
十
三
年
の
宮
城
県
沖

地
震
(
マ
グ
ニ
チ
戸
l

ド
七
、
四
)
の
あ
と
、

地
元
の
人
た
ち
が
ア

ン
ケ
l
ト
に
答
え
た
も

の
で
す
が
、
ま
ず
正
確
な

な
ど
が
、
七
月
六
日
か
ら
新
し
い

用
紙
と
な
り
ま
す
。

O
手
続
は
シ
ス
テ
ム
運
用
時
間
内
に

適
用
関
係
の
届
や
手
続
は
、
全
国

ネ
ッ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
処
理
と
な

り
、
運
用
時
間
は
次
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

月

i
金
曜
日
午
前
九
時
j
午
後

三
時
三
十
分
、
土
曜
日
午
前
九

時
j
午
前
十
一
時

な
お
、
時
間
外
の
届
は
受
付
の
み

で
、
処
理
は
で
き
ま
せ
ん
。

O
届
出
の
記
入
に
つ
い
て

届
出
の
記
載
内
容
を
、
そ
の
ま
ま

公
共
撃
未
安
定
所
の
端
未
機
械
に

読
み
と
ら
せ
て
処
理
す
る
の
で
、

決
め
ら
れ
た
ワ
ク
の
中
に
「
標
準

字
体
」
で
記
入
し
て
下
さ
い
。
標

準
字
体
に
つ
い
て
は
、
公
共
職
業

安
定
所
に
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

と
覧
下
さ
い
。

O
届
書
な
ど
の
保
管
に
つ
い
て

情
報
で
あ
り
、
そ
し
て
食
べ

物
、
夜
間
の
明
か
り
、
飲
み

物
ー
な
ど
、
地
震
後
す
ぐ

必
要
に
な
る
も
の
ば
か
り

で
す
o

F

こ
れ
ら
を
参
考
に
、

一
避
難
場
所
で
の
最
低
限

の
生
活
が
で
き
る
よ
う

あ
な
た
の
家
で
の
非
常

用
品
を
お
考
え
下
さ
い
。

届
書
は
汚
れ
た
り
、
折
り
曲
げ
た

り
す
る
と
、
機
械
が
読
み
と
れ
な

く
な
り
ま
す
。
用
紙
や
交
付
さ
れ

た
控
は
、
大
切
に
保
管
し
て
下
さ

な
お
、
事
業
主
へ
の
交
付
分
は
、

届
出
の
際
、
プ
リ
ン
タ
ー
印
字
さ

れ
、
即
時
交
付
さ
れ
ま
す
。

O
届
け
も
れ
や
訂
正
が
あ
っ
た
ら

新
シ
ス
テ
ム
へ
移
行
す
る
前
に
、

公
共
職
業
安
定
所
で
手
続
を
し
て

下
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
公

共
職
業
安
定
所
か
、
県
庁
雇
用
保
険

課
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

受

講

生

募

集

・
実
胞
日
七
月
六
日
側
、
七
日
同
、

十
日
樹
、
十
一
日

ω

・
時
間
午
後
六
時
三
十
分

1
九

時
三
十
分

・
募
集
人
員
四
O
人
(
定
員
に
な

り
次
第
締
切
り
)

千
三
百
円

昭
和
町
教
育
委
員
会

電
話
七
五
l
三
七
三
七

へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

-
受
講
料

・
申
込
み
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昭

今、全国一斉に国際障害者年全国キャンペーンキャラパンが実

施されています。

去る 5月26日には、全国キャンペーン実行委員会代表が当町

民訪れ、推進本部長からのメッセ-:;の伝達が行われました。

一町サッカースポーツ少年団J.

5月17日、 24日の両日をかけて開催された品

第 10回春季山梨県サッカースポーツ少年団大会 E
I乙参加した昭和町サッカースポーツ少年団は、 1骨

回戦春日を4対 2、2回戦東雲をPK7対6で下3
しベスト 41<::.進出、山城と関東大会出場をかけ、 空

5月24日青沼グラウンドで対戦しました。試合+

は昭和が始終押し気味民進めていましたが、好機Z
I乙得点が生かせず、惜しくも 2対 1で敗れました。E

春季大会で三位に入賞

国
際
障
害
者
年
で
あ
る
昭
和
五
十

六
年
も
、
は
や
半
年
が
経
過
し
、
七

月
か
ら
後
半
期
に
入
り
ま
す
。

障
害
を
持
つ
人
の
社
会
へ
の
「
完

全
参
加
と
平
等
」
|
|
障
害
者
が
普

通
の
人
と
同
じ
よ
う
に
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
、
み
ん
な
が
平
等
に
暮

ら
せ
る
よ
り
よ
い
社
会
づ
く
り
を
め

ざ
す
こ
と
が
、
国
際
障
害
者
年
の
大

き
な
目
標
で
す
。

障
害
を
持
つ
人
、
つ
ま
り
肉
体
的
、

精
神
的
に
機
能
が
十
分
で
な
い
人
が
、

社
会
生
活
上
の
ハ
ン
デ
ィ
を
負
わ
な

く
て
も
い
い
よ
う
な
社
会
。
つ
く
り
を

進
め
る
こ
と
こ
そ
、
わ
た
し
た
ら
に

与
え
ら
れ
た
課
題
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

交
流
を
深
め

人
間
的
な
ふ
れ
あ
い
を

国
際
障
害
者
年
に
ち
な
ん
で
、
中

央
で
は
も
ち
ろ
ん
本
町
で
も
い
ろ
い

ろ
な
記
念
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

閉
じ
こ
も
り
が
ち
の
障
害
者
が
広

い
社
会
の
流
れ
に
積
極
的
に
参
ノ
加
す

る
よ
う
伊
豆
リ
ハ
ビ
リ
テ

i
シ
ョ
ン

の
視
察
研
修
を
は
じ
め
、
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
実
施
、
在
宅
障
害
児

と
そ
の
母
親
に
専
門
的
な
知
識
を
得

て
い
た
だ
く
よ
う
在
宅
・
堕
舌
児
指

導
事
業
の
実
胞
、
ま
た
、
町
内
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
や
青
年
、
婦
人

等
を
対
象
と
し
た
手
話
講
習
会
な
ど

の
事
業
を
実
施
し
、
潤
い
の
あ
る
地

域
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

障
害
を
持
つ
人
の
問
題
は
、
単
に

障
害
を
持
つ
人
だ
け
で
な
く
、
わ
た

し
た
ら
一
人
ひ
と
り
が
自
分
自
身
の

問
題
と
し
て
受
け
と
め
、
幅
広
い
社

会
的
な
連
帯
意
識
を
持
っ
て
解
決
し

て
い
く
乙
と
が
大
切
で
す
。

一
曹
品
曹
古

''v'v曹
品
曹
古

v'v曹
品

V
-
v

・v-L
，.，v
'

ゲ

人

地

し

の

0

園

ま

り

5

遊

し

寄

1

や

樹

年

約

社

植

お

、

。

神

ぞ

で

o

ム

た

、

木

場

た

一

し

り

苗

広

し

チ

ま

帰

の

ツ
ま

6

し

に

椿

一
れ

1

開

区

女

ポ

さ

ら

展

地

乙

ス

催

か

を

各

紅

の

開

区

戦

は

る

越

が

地

熱

ら

あ

押

会

1

し

か

で

、
大

1

場

後

木

日

ル

は

出

午

の

8

一

に

が

、

町

月

ボ

会

手

た

に

5

ト

大

選

ま

ど

一

の

な

た

人気上昇のゲートボール

第 2回大会を実施

障
害
を
持
つ
人
に
対
す
る
理
解
と

関
心
を
深
め
、
み
ん
な
が
参
加
し
、

み
ん
な
が
平
等
に
暮
ら
せ
る
社
会
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
摩
苦
を
持

つ
人
と
の
交
流
を
通
し
て
人
間
的
な

触
れ
合
い
を
よ
り
深
め
る
よ
う
に
し

ま
し
主
う
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

防
ご
う
非
行

助
け
よ
う
立
ち
直
り

刑
務
所
作
業
製
品
展
示
即
売
会

第
三
十
一
因
。
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
h
q

が
七
月
一
日
か
ら
一
カ
月

間
、
法
務
省
の
主
唱
に
よ
り
行
わ
れ

ま
す
。こ
の
運
動
は
、
犯
罪
の
防
止
と
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

す
べ
て
が
力
を
合
わ
せ
、
明
る
い
社

会
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

犯
罪
の
伝
い
明
る
い
社
会
を
築
き
ま

し
ょ
〉
つ
。

こ
の
運
動
に
合
わ
せ
、
県
の
法
務

省
関
係
機
関
に
よ
る
ク
刑
務
所
作
業

製
品
展
示
即
売
会
。
が
左
記
日
程
で

行
わ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
そ
ろ
っ
て

お
出
掛
け
下
さ
い
。

。
開
催
日
時
l
七
月
十
一
日
(
午
前

十
一
時

I
午
後
四
時
)
・
七
月
十

二
日
(
午
前
九
時
l
一
時
)

。
場
所
農
業
共
済
会
館
ホ
l
ル
(
甲
府
市

宝
一
丁
目
二
十
一

l
二
十
)
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昭
和
町
地
名
の
由
来

報

と
あ
ぎ

小
字
や
通
称
の
地
名
に
つ
い
て
前

号
に
引
続
き
掲
載
い
た
し
ま
す
。

当
町
に
は
川
や
水
、
湿
地
に
関
連

し
た
小
字
地
名
が
多
く
、
西
条
二
区

の
長
登
路
は
(
長
渡
目
、
長
渡
路
、

長
兎
路
、
長
瀞
)
長
瀞
の
意
で
、
長

ょ
E

く
淀
ん
で
深
い
川
の
あ
る
地
を
言
う
、

鎌
田
川
の
水
の
流
れ
を
形
容
し
た
も

の
、
東
日
本
を
中
心
に
見
ら
れ
る
地

名
で
あ
る
。
落
合
は
川
の
合
流
す
る

地
点
に
用
い
る
地
形
的
名
称
。
同
じ

う
ほ

く
二
区
の
姥
川
|
|
姥
は
年
を
と
っ

た
女
、
乳
母

l
l
母
に
代
っ
て
子
に

乳
を
や
り
、
ま
た
育
て
る
女
の
意
で
、

乙
の
宇
の
つ
く
と
こ
ろ
は
伝
説
を
持

つ
も
の
が
多
い
。
緊
阿
部
監
D
的
文
化

六
年
(
一
八
O
九
年
)
姥
川
林
に
鉱

龍
レ
、
そ
の
後
思
時
の
地
に
塚
を
た

て
、
五
味
家
が
中
心
と
な
っ
て
百
数

十
年
の
間
正
月
や
八
月
二
十
六
日
比

は
盛
大
な
お
祭
り
が
行
わ
れ
た
の
で
、

こ
の
地
に
月
待
と
い
う
地
名
が
つ
け

ら
れ
た
。
昭
和
バ
イ
パ
ス
工
事
の
た

め
一
月
十
二
日
移
転
勧
請
す
る
こ
と

に
な
り
、
四
月
八
日
盛
大
に
祭
典
が

行
わ
れ
た
口
月
待
と
は
、
特
定
の
用

献
の
夜
、
訴
の
う
ち
か
ら
集
合
し
て

広町和昭(7) 

郷
土
研
究
部
長

雨

宮

十

M
H
，sa-

弐

近
隣
知
友
が
飲
食
を
共
に
し
、
月
の

出
を
待
つ
行
事
、
十
五
夜
、
十
七
夜
、

ナ
九
夜
、
二
十
三
夜
な
ど
の
月
待
が

あ
る
。押
越
の
小
字
で
鎌
田
川
端
、
下
川

瀬
、
中
川
瀬
は
川
の
地
形
を
言
い
、

川
瀬
と
は
川
の
底
の
浅
い
と
こ
ろ
、

川
の
中
の
瀬
を
言
う
。

ま
が
り
ぶ
も

曲
淵
前
、
曲
淵
西
、
曲
淵
東
、
曲

淵
と
あ
る
が
通
称
と
し
て
「
ま
が
り
L

と
言
っ
て
い
る
。
甲
斐
国
志
に
曲
淵

l
押
越
村
l
枝
村
ノ
名
ナ
リ
仲
ノ
辺
リ

ハ
慶
安
、
承
応
(
一
六
四
八

i
一六

五
四
年
)
頃
マ
デ
モ
釜
無
川
ノ
冊
溜

ニ
テ
配
船
主
名
数
々
ナ
レ
パ
故
事
存

ス
ル
者
町
ナ
リ
域
内
ニ
大
ナ
ル
淵
ア

ツ
テ
地
名
ト
ナ
ル
ト
云
伝
フ
「
甲
陽

壁
一
一
曲
淵
荘
左
衛
門
ハ
彼
均
一
棲

メ
ル
蛇
ノ
モ
ナ
リ
ト
記
ス
妄
談
ナ
リ

釆
ル
ニ
足
ラ
ズ
」
現
在
の
小
学
校
プ

ー
ル
の
南
方
付
近
に
深
淵
が
あ
っ
て

曲
淵
と
云
っ
た
。
曲
淵
は
武
田
の
家

臣
曲
淵
庄
左
衛
門
吉
景
出
生
の
地
、

後
徳
川
家
康
に
認
め
ら
れ
江
戸
奉
行

と
な
り
江
戸
に
住
む
。
石
碑
が
本
妙

寺
墓
地
に
あ
る
。

わ
き

紙
漉
阿
原
の
小
字
沼
前
、
沼
は
湧

持
の
多
い
沼
地
で
あ
っ
た
も
の
と
思

う
。
こ
の
地
に
の
ま
天
神
社
が
あ
り
、

宇
く

幼
児
の
夜
泣
き
に
特
に
ご
利
益
が
深

く
往
年
は
盛
大
に
祭
典
が
行
わ
れ
た
。

な
ま

沼
が
託
つ
て
の
ま
と
い
っ
て
い
る
が
、

沼
の
転
化
し
た
も
の
で
の
ま
(
野
間
)

の
地
名
は
西
南
日
本
に
多
い
。
竜
の

せ
島
、

口
l
堰
の
あ
る
場
所
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
せ
き
l
岩
波
国
語
辞
典
に
よ
る

と
水
流
を
せ
き
と
め
た
り
、
調
節
し

た
り
す
る
た
め
に
、
川
の
途
中
や
湖
、

池
な
ど
の
水
の
出
口
に
件
る
し
き
り
。

あ
な
だ

西
条
二
区
の
穴
田
!
穴
の
多
い
田

の
意
味
。
一
区
の
馬
色
l
狭
い
谷
、

牧
場
の
意
で
、
ま
た
帰
哉
え
と
い
っ

て
狭
間
(
せ
ま
い
所
、
谷
あ
い
)
を

越
え
る
意
で
あ
る
が
、
当
町
の
場
合

湿
田
の
意
か
、
甲
斐
国
史
に
「
馬
龍

村
i
西
花
輪
村
ノ
東
南
大
田
和
村
ノ

南
家
続
き
也
、
移
転
に
依
リ
テ
諸
役

免
除
ヲ
栃
が
ト
一号
、
村
名
骨
即
応
、
、
ト
一民

義
ナ
ル
ベ
シ
、
方
言
ニ
泥
ヲ
ゴ
ミ
ト

呼
ブ
今
モ
水
湿
ノ
地
ナ
リ
」
と
あ
る
。

押
越
の
東
冷
問
、
冷
間
窪
l
地
面

の
冷
え
る
落
ち
乙
ん
だ
所
、
大
窪
l

己
ド

ν'o

窪
ん
だ
低
い
田
地
の
こ
と
。
小
代
、

奥
小
代
l
小
さ
な
田
代
を
小
代
(
お

し
ろ
)
と
い
う
。
田
代
は
全
国
的
に

分
布
す
る
地
名
で
あ
る
が
、
田
を
こ

し
ら
え
た
所
、
即
ち
開
墾
地
新
田
を

一五
λ
ノ
。
河
東
中
島
に
通
称
い
か
づ
ち
(
雷
)

の
地
名
が
あ
る
が
、
関
東
北
部
か
ら

東
北
地
方
に
見
ら
れ
る
地
名
で
雷
神

を
祭
っ
た
所
。
宿
尻
l
河
東
中
島
の

本
通
り
は
通
称
宿
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

乙
れ
は
、
河
内
路
(
旧
駿
川
往
還
)

の
宿
場
で
あ
っ
た
た
め
、
自
然
下
の

方
を
宿
尻
と
云
っ
て
地
名
と
な
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

屋
敷
の
地
名
は
、
豪
族
屋
敷
、
裕

福
江
屋
敷
の
意
か
ら
村
を
意
味
す
る

こ
と
も
あ
る
。
清
水
新
居
の
屋
敷
前
、

押
越
の
殿
屋
敷
(
豪
族
か
長
者
屋
敷

で
あ
っ
た
ろ
う
か
)
飯
喰
の
金
屋
敷
、

屋
薮
添
(
熊
野
神
社
神
主
屋
敷
か
)
。

上
河
東
に
玄
賀
屋
敷
、
俗
称
げ
ん

か
屋
敷
と
い
っ
て
い
る
所
が
あ
る
。

妙
福
寺
南
約
百
余
メ
ー
ト
ル
の
所
に

河
東
玄
賀
と
称
し
た
豪
族
の
屋
敷
跡

が
あ
っ
て
こ
れ
を
云
う
。
現
在
は
畑

に
な
っ
て
い
る
。

河
西
の
小
字
鶴
住
、
亀
住
は
特
に

意
味
は
な
く
佳
字
(
お
め
で
た
い
宇
)

地
名
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
三
固
に
わ
た
っ
て
当
町
の

地
名
の
由
来
を
記
し
た
が
、
当
町
は

釜
無
川
四
勝
目
制
が
中
央
に
位
し
、
そ

の
開
拓
の
た
め
に
河
原
や
そ
れ
に
類

す
る
地
名
、
ま
た
湿
田
、
沼
地
や
開

墾
に
よ
る
新
田
の
地
名
、
釜
無
川
氾

濫
の
暴
威
を
防
ぐ
た
め
神
や
地
蔵
を

祭
っ
た
と
こ
ろ
の
地
塞
守
が
多
い
。

小
字
全
部
に
つ
い
て
科
学
的
に
詳
細

調
査
す
る
な
ら
ば
、
当
町
の
歴
史
的

解
明
に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
が
、
浅

笠
非
才
の
た
め
十
分
の
調
査
が
出
来

な
い
の
で
と
指
導
下
き
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

参
考
文
献
l
昭
和
村
誌
、
甲
斐
国

志
、
角
川
書
庖
地
名
の
語
源
、
新
人

物
往
来
社
日
本
地
名
語
源
事
典
、
平

凡
社
世
界
大
百
科
事
典
、
甲
斐
地
名

考
(
佐
藤
八
郎
氏
著
)
岩
波
国
語
事

典。



(8) 

可燃物・不燃物収集日

日程 曜日 内 同廿』 地 区

7月1日水 ガラス類 全地区

2日 木 もえる物 " 
6日 月 " 

。
9日 木 1/ 。
13日 月 " 

。
15日 水 金属類 西条地区

16日 木 もえる物 全地区

17日 金 金属類 押原・常京

20日 月 もえる物 全地区

23日 木 " 1/ 
27日 月 1/ 

" 
30日 木 。 。

報広町和昭

二乳児整形外科検診=

実施日時 7月8日制午後 1時--1時 30分(受付)

検診時間午後 1時 30分~午後t時

離乳食指導午後 2時"""2時 30分

場 所中央公民館

該当児 昭和 56年 1月・ 3月・ 4月生まれの幼児

携行品 母子健康手帳

母子健康手帳交付

及び妊婦相談日

7月4日(土)・ 18日(土)

午前9時""-'1 1時30分

場所ヰ咲公贈官

※当日、 EI離をお持ち下

さい。出来るだけ本人の

届出をわ瀬いします。

査

実施日時 7月 20日伺) 午前8時30分--9時30分

場 所中央公民館前庭

検査料 45 0円

※申込用紙を追って、各戸に回覧致しますので、希望

者は申込んで下さい。なお、直接役場保健課におい

ても申込みを受付けます。

検線X EB 
同

二不用犬収集日二

7月3日憧)午前 10時

場所旧役嫌百

※飼主の方は、収集車が

来るまで犬といっしょに

いて下さい。

また、登録犬出役場保

指定場所に当日午前8時30分健課へ抹消届けをして下

までにお出し下さい。 さい。 =rサマージャンボ宝くじ」発売二
(別称、市町村振興宝くじ)

ワ月中旬から予約受付。

7月中旬から新しい魅力の加わった新タイプ「サマ

ージャンボ宝くじ Jの受付が開始されます。

収益金は、豊かな住みよい私たちの街づくりに役立

てられます。

申込方法詳細等については、

刊)紙上に発表されます。

二乳児健康相談二

実施日 受付時間 該当児 場所

7月29日同 午後 1時30分 9・12ヶ月児 中央

7月30日休) 2 時 3・6 ヶ月児 公贈官

7月 15日の新聞(朝母子健慶手帳、食べものについての質問票、

パスタオJレ、オムツ、 ミルク

携行品
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